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【装置】図 1 は，本研究で開発したHe-Ne レーザー（波長 632.8 nm）を励起光源とした共焦点顕微
ラマン分光装置である。3 枚の体積ブラッグ回折格子






面内方向で 0.43 µm，深さ方向で 4.4 µm であった。











一分裂酵母生細胞における in vivo 低振動数ラマン分光測定を行った。図2に約60 cm-1にバンドのピ
ーク位置に基づいて構築したラマンイメージを示す。細胞の中心部分（核が存在すると考えられる）
（1） 
図 1 構築した共焦点顕微ラマン分光装置概略図 
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のピーク位置より作成したラマンイメージ   
 
